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IPv6 による次世代インターネット体験ゾーン出展について 
～Net.Liferium 2003 において次世代インターネット体験ゾーン「IPv6 Town」を出展～ 

 

IPv6 普及・高度化推進協議会 
 

■概要 
IPv6 普及・高度化推進協議会（会長：慶應義塾大学 村井 純 教授、事務局 株式会社三菱総合研究所・三

井情報開発株式会社総合研究所、以下「本協議会」）は、くらしに広がる次世代インターネットが体験できる

「IPv6 Town」を、一般生活者向けネット生活の展示イベント「Net.Liferium 2003」（会期：平成 15 年 3
月 14 日（金）～16 日（日） 会場：パシフィコ横浜）に出展します。 
「くらしに広がるインターネット体験ゾーン IPv6 Town」は、本協議会が通信・放送機構や総務省と連携

して推進している情報家電の IPv6 化に関する実証実験の成果を公開する場であると同時に、IPv6 に関する

普及・広報を幅広く展開することを目的として、IPv6 がもたらす新しいネット生活を一般生活者向けに分か

りやすく展示するものです。 
 

■くらしに広がるインターネット体験ゾーン IPv6 Town を展示 

IPv6 Town は、Net.Liferium 2003 会場内中央部に約 600 ㎡のスペースを確保し、ブースを設置します。 
IPv6 Town では、身近な生活シーンを様々に設定し、次世代インターネット（IPv6）技術を駆使した情報

家電などのデモや体験コーナー、IPv6 ネットワークによるブロードバンドコンテンツ配信などを提供します。

実際に取り上げるエリアとしては以下のようなものを予定しております。 
 

エリア 展示概要 

学校エリア 学校・教育の中で活躍する IPv6 アプリケーションについて展示します。 
会社エリア オフィスで活用される IPv6 アプリケーションについて展示します。 
インターネットサービス

プロバイダエリア 
インターネットサービスプロバイダにおける IPv6 の取り組みについて展示

します。 
街エリア 街をよりよくする IPv6 アプリケーションを展示します。 
家庭エリア 家庭で役立つ IPv6 アプリケーションについて展示します。 
交通機関エリア 交通機関をより便利にする IPv6 技術を展示します。 
お店エリア 店舗等を高度化する IPv6 技術を展示します。 
友達の家エリア 友達との遊びの空間を提供する IPv6 アプリケーションを展示します。 
撮影所エリア マルチメディアコンテンツにおける IPv6 技術を展示します。 

 
■avex satellite live を後援 

Net.Liferium 2003 の期間中、3 月 15 日（土）15:00～16:30 において、IPv6 技術を活用したインタラク

ティブな形の遠隔ライブ「avex satellite live」（以下「同ライブ」）を開催します。当日は、EXILE 、倖田

來未、move、東京プリン、フルーツポンチの計 5 組のアーティストが、都内某所のスタジオから Net.Liferium 



2003 の会場に設けられたシアター「Super Arena」に向けて、双方向コミュニケーションが可能な限定スペ

シャルライブを行います。 
同ライブは、本協議会が通信・放送機構や総務省と連携して推進する実験の一環として、国内外の関連企

業による技術・製品協力の下で行われるもので、本協議会は同ライブを後援します。 
 

■IPv6 アプリコンテスト 2003 の結果発表・表彰を実施 

本協議会が主催となり実施している「IPv6 アプリコンテスト 2003」（以下「同コンテスト」）の「アイデ

ィア部門」における結果発表・表彰を 3 月 14 日（金）に Net.Liferium 2003 の会場内で行います。同コン

テストは IPv6 技術を使用したアプリケーション提案を広く世界から公募するもので、実際に IPv6 インター

ネット上で動作するアプリケーション作品で競う「インプリ部門」と、アプリケーションとして実装するこ

とを前提としたアプリケーションのアイディア提案を競う「アイディア部門」が設けられています。同コン

テストは 2003 年 2 月 3 日より応募を開始しています。 
 

 

■IPv6 普及・高度化推進協議会について 

慶應義塾大学村井純教授を会長に、郵政省（当時、現総務省）をオブザーバに迎え、平成 12 年 10 月に設

立。IPv6 による次世代インターネットの普及推進を目的としています。平成 13 年 10 月に第三回総会の開

催にあたり新規の会員募集を行い、組織および事業の拡充を行った。平成 15 年 2 月 21 日現在、315 社・団

体・個人の会員によって構成されています。事務局は株式会社三菱総合研究所並びに三井情報開発株式会社

総合研究所。 
 

■Net.Liferium 2003 について 

http://www.netliferium.jp/ をご覧ください。 
■avex satellite live について 

http://www.netliferium.jp/aren/aren_01.html をご覧ください。 
■くらしに広がるインターネット体験ゾーン IPv6 Town について 

http://www.netliferium.jp/ipv6/ipv6.html をご覧ください。 
■IPv6 アプリコンテスト 2003 について 

http://www.v6pc.jp/apc/jp/index.html をご覧ください。 
 

 
本件に関するお問い合わせ先 

IPv6 普及・高度化推進協議会 事務局 

〒101-0047 東京都千代田区内神田 2-3-4 国際興行神田ビル 6F JPNIC 内 
Tel. 03-5209-4588 Fax. 03-3255-9955 E-mail info@v6pc.jp http://www.v6pc.jp/ 

 


